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１．目的
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墨田区産業共創施設 SUMIDA INNOVATION 

CORE（SIC）は、「想いと技術で つぎの未来を 共

創する場」をコンセプトに掲げて、令和5年10月29日

にオープンしました。

まもなくオープンから３年を迎えますが、SICを起点に

75を超える多くの共創が生まれており、中には社会

実装まで進んでいるプロジェクトもあります。

昨年に引き続き、特に優れた共創の取組を表彰して

「モデルケース」と位置づけ、取組の加速に資する支

援を行うことで、SICを起点とする共創の推進を深

化・波及させて、墨田区におけるムーブメントとなるこ

とを目指します。



２．公募の対象
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（１）墨田区産業共創施設 SUMIDA INNOVATION CORE（SIC）の会員※であって、

次の各号に掲げるいずれにも該当しないものを公募の対象とする。

① 関係法令等に違反する重大な事実があるもの

② 公序良俗に反するもの

③ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第２号に規定する暴力団の構成員と密接な関係を有するもの及び

同条第６号に規定する暴力団員

④ 前各号に掲げるもののほか、宣⾔事業の趣旨に基づき、区⻑が適当でないと認めるもの

（２）対象は（１）に規定する者の墨田区との繋がりを有する共創の取組とする。

（３）取組内容（事業者名・団体名等含む）の公表・掲載が可能であること。

※ 表彰予定日11月上旬時点での会員を対象とする。そのため、本アワード公募期間中にSIC

会員の登録申請を行い、審査完了までに会員登録が完了している場合も対象とする。



３．公募
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募集期間 ◼ 令和８年７月13日（月）〜 ９月４日（金）

募集テーマ

◼ SIC会員による墨田区との繋がりを有する共創の取組※

【墨田区との繋がりを有する共創の取組とは】

• 墨田区との繋がりを有する・・・墨田区の人・企業・場所・技術など何らかの繋がりを有し

ていることを指す（例：自社が墨田区の企業である、一緒に共創に取り組む企業が墨

田区の企業である、墨田区の地域課題解決に取り組んでいる 等）

• 共創の取組・・・1者での取り組みではなく、複数者以上で相互に信頼関係を築き、

それぞれの強みやアイデアを活用し、新たな価値を生み出した取組を指す

※ 今回は取り組み前（アイデア段階）の共創は公募対象外です

応募方法

◼ 提出書類：SICアワード応募申請書

◼ 提出方法：電子メールによる提出書類の送付及びFormsでの申請完了登録

◼ 提出先：SICアワード運営事務局（innovation-sumida@tohmatsu.co.jp）

◼ 申請完了届：Forms（https://forms.office.com/e/pKCYdzjvmc）



４．審査基準・方法
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審査方法・

期間

◼ 一次審査

• 審査期間：令和８年９月７日（月）〜 ９月18日（金）

• 審査方法：事務局による書類審査

◼ 最終審査

• 審査日：令和８年11月上旬

• 審査方法：アワードノミネート者（８者程度を想定）のプレゼンに対する

有識者等で構成する審査委員による審査

審査基準

① 共創ストーリー：墨田区やSICだからこそ実現した共創ストーリーを有しているか

② 墨田区ネットワークとの連携：ものづくりの技術など墨田区のネットワークを生かして想いを形にしようとし

ているか・できたか

③ 人と人とのつながり：「ひと、つながる 墨田区」を体現するような、人と人との濃い繋がりや、人を惹きつ

ける想いや情熱によって取組が前進したか

④ 新規性・独自性：共創したプロダクトが新規性や独自性を有し墨田区産業の発展に寄与するのか

⑤ 新たな産業創出への寄与：墨田区の地域的・産業特性を踏まえており、新たな産業創出への寄与が

見込める取組か

⑥ 社会課題解決への寄与：共創によって自社・共創先それぞれに成果をもたらすとともに、社会課題の

解決に寄与したか・見込めるか

⑦ 社会実装に向けた取組：生まれた共創が実証で終わらず、社会実装に向けた取組を有しているか



（参考）新たな産業とは
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将来的な新たな産業創出を目指して、以下の4つの軸から注力領域およびテーマ例を導出しています。

① 墨田区の産業的特徴：多種多様かつ小規模なものづくり企業の集積によりプロトタイプ製造への強みを有

すること。

② 墨田区の地理的特徴：大規模河川に囲われ水量豊富でコンパクトな土地であること。

③ 墨田区の地域的特徴：より活発に事業者間連携を行うことでさらなる産業の発展可能性を有すること。

④ 市場性：将来的にスケール可能な市場規模を有すること。

墨田区における新たな産業創出の考え方

産業的特徴

地理的特徴

市場性

地域的特徴

注力領域

※新たな産業とは：地域内外のプレーヤーによる企業間連携・産官学連携等によって、地域の強みを活かした新産業・新事業の

創出を目指すもの。



（参考）新たな産業の例
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導出観点・想定内容テーマ例※

①ものづくり産業×観光産業

（注力領域）

②ものづくり産業×ブルーエコノミー

（水資源産業）

③ものづくり産業×宇宙産業

◼ 導出観点：墨田区は様々な業種の製造業が集積する技術の供給地であり、か

つ周遊性の高いコンパクトなまちである。観光産業はインバウンド需要の増加を起

点に、今後とも国内産業の成⻑戦略の柱と見込まれる。

◼ 想定内容：ものづくりの現場の開放、スタートアップとものづくり企業が開発したプ

ロタイプが街に往来するなど“ものづくり”が常に感じられる、国内唯一の産業資源

を軸とした高付加価値な観光地として新たな地域産業圏を創出する。

◼ 導出観点：墨田区はプロトタイプ製造への強みを有する製造業の集積地であり、

かつ河川に囲まれた都内唯一のまちである。河川・海洋資源の有効活用等が期

待されるブルーエコノミーの市場規模は世界から注目されており、著しい成⻑性を有

している。

◼ 想定内容：ブルーエコノミーを実現するためのハードウェアをスタートアップとものづくり

企業が共同開発し、墨田区の河川を活用した実証実験を通じてプロトタイプを多

数生み出し、ブルーエコノミーの技術の供給地として新たな地域産業圏を創出する。

◼ 導出観点：墨田区は近代軽工業発祥の地であり、企業同士の交流を通じて

クリエイティブな日用品づくりが盛んである。また、区内に著名な宇宙関連企業が

存在するなど、宇宙を身近に感じられるまちとしてのポテンシャルも秘めている。

◼ 想定内容：ロケット等の1点ものの宇宙機器産業ではなく、「将来、宇宙で使える。

もちろん地上でも使える」をコンセプトに、スタートアップとものづくり企業が宇宙関連

の日用品を開発し、 “宇宙が身近に感じられるまち”として新たな地域産業圏を創

出する

※テーマ例であり、他の領域での応募も可能です。



（参考）新たな産業の例
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導出観点・想定内容テーマ例※

※テーマ例であり、他の領域での応募も可能です。

④ものづくり産業×サステナブル産業

⑤ものづくり産業×ヘルスケア産業

◼ 導出観点：墨田区は皮革・繊維産業等が集積し、域内事業者の密な連携によ

り、多様な素材・製法への対応が可能なまちである。サステナブル産業は、大量消

費・大量廃棄に伴う社会課題への関心が高まる中、市場の成⻑が見込まれる。

◼ 想定内容：実証実験を通じて、機能性・快適性・環境配慮等を両立した⻑く使

い続けられる高付加価値なプロトタイプを継続的に生み出し、サステナブル産業に

おける技術・製品の供給地として新たな地域産業圏の創出する。

◼ 導出観点：墨田区には千葉大学予防医学センターによる健康住環境創造ラボ

をはじめとする研究機関が立地しており、産学連携による実証や技術開発を進め

やすいまちである。ヘルスケア産業は国内外で高齢化の進展が進み市場拡大が見

込まれる。

◼ 想定内容：スタートアップとものづくり企業が連携し、実証実験を通じて実用性や

安全性を検証しながら、介護ロボット等のヘルスケア関連プロトタイプを継続的に

創出し、ヘルスケア分野における実装型ものづくりの拠点として新たな地域産業圏

を創出する。



表彰・特典
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賞の種類

・

受賞の特典

◼ 最優秀賞：1者

① 表彰記念品の授与

② 墨田区⻑表敬訪問＋プレスリリース

③ 集客1万人以上目安の大規模展示会等における共同出展：1回※

④ 受賞者のニーズに適した販路開拓・プロモーション等の支援

⑤ 墨田区・SICの媒体（ホームページ・SNS等）による PR

⑥ 受賞者をメインとしたSICでの特別企画イベントの開催

⑦ 受賞者のプロダクト・サービスのSIC内での特別展示（一定期間）

◼ 準グランプリ：3者

① 表彰記念品の授与

② 集客1万人以上目安の大規模展示会等における共同出展：1回※

③ 墨田区・SICの媒体（ホームページ・SNS等）による PR

④ 受賞者をメインとしたSICでの特別企画イベントの開催

⑤ 受賞者のプロダクト・サービスのSIC内での特別展示（一定期間）

表彰の方法
◼ 令和8年11月上旬に開催予定のSIC開設３周年イベント「共創の日／共創の

火」内において、表彰を行う。

※ 出展先はSICが選定し、 出展費用はSICが負担します。



６．留意事項等
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• 提出書類は返却いたしません。

• 応募内容（文章・写真・図表など）は、他人の著作権・肖像権・プライバシーなどの権利を侵害し

ないものにしてください。他人の氏名や写真など、個人の特定につながる情報を掲載する場合は、

必ず事前に本人からの同意を得てください。

• 受賞者をSICホームページ（https://sic-sumida.net/）に掲載することをもって、全応募者への結

果通知とし、受賞者のみに対して別途連絡を行います。なお、審査経過に係る問合せ、審査結果

等に対する異議申立ては受け付けません。

• 受賞した企業の取組については、墨田区が行う PR に活用する場合がございます。

• 応募者が法令違反の容疑により逮捕され、又は逮捕を経ないで公訴を提起された場合等の不正

又は不誠実な行為があった場合、虚偽の内容を申請した場合は、表彰の対象といたしません。



７．問い合わせ
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合同会社デロイト トーマツ事務局

innovation-sumida@tohmatsu.co.jp問い合わせ先

2025年12月設立年月

事
務
局
の
企
業
情
報

代表執行役 ⻑川 知太郎、鹿山 真吾代表者

東京都千代田区丸の内3-2-3 丸の内二重橋ビルディング本社所在地

約12,000名人員数

監査・保証業務や税務・法務領域を含むデロイト トーマツ グループの総合力と国際

力を活かし、複数専門分野を掛け合わせて、戦略策定から実行、またテクノロジーの

実装や運用など、End-to-Endのサービスを提供します。また、業界知見を深化させ、

クライアントの持続的な成⻑や新産業創造を支援します。

事業内容

https://www.deloitte.com/jp/ja/about/group/deloitte-tohmatsu-llc.htmlURL
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